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は
じ
め
に

本
報
告
で
は
、
東
京
南
部
で
「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」
の
歌
が
生
ま
れ
た
背

景
、
運
動
状
況
と
こ
の
歌
の
普
及
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ

で
見
え
て
き
た
サ
ー
ク
ル
運
動
上
の
特
徴
が
広
島
の
代
表
的
な
サ
ー
ク
ル
運

動
「
わ
れ
ら
の
う
た
の
会
」
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
に
触
れ
、
「
う
た
」
に
牽

引
さ
れ
た
サ
ー
ク
ル
運
動
の
頂
点
の
時
代
、
一
九
五
四
‐
五
年
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
東
京
南
部
」
と
は
、
戦
前
期
の
労
働
運
動
か
ら
慣

用
さ
れ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
概
念
で
あ
り
、
大
田
区
・
品
川
区
・
港
区
、
そ
れ

に
目
黒
区
を
含
ん
だ
地
域
を
指
す
。
ま
た
、
東
京
湾
岸
に
広
が
る
い
わ
ゆ
る

「
京
浜
工
業
地
帯
」
の
東
京
側
で
あ
り
、
大
工
場
も
多
数
存
在
す
る
が
無
数

の
中
小
工
場
が
密
集
し
た
地
域
で
も
あ
る
。

一
九
五
〇
年
代
に
お
い
て
、
東
京
南
部
は
サ
ー
ク
ル
運
動
の
盛
ん
で
あ
る

こ
と
に
お
い
て
全
国
有
数
の
地
域
で
あ
っ
た

。
中
で
も
「
下
丸
子
文
化
集

(1)

団
（
の
ち
南
部
文
化
集
団
、
南
部
文
学
集
団
と
改
称
）
」
の
活
動
は
サ
ー
ク
ル
詩

の
世
界
で
全
国
的
に
も
し
ば
し
ば
注
目
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
本
報
告
で

取
り
上
げ
る
「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」
の
歌
を
生
み
出
し
た
点
に
お
い
て
も
重

◇

特
集
〈
広
島
／
ヒ
ロ
シ
マ
〉
を
め
ぐ
る
文
化
運
動
再
考

「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」
と
東
京
南
部

―
年
代
サ
ー
ク
ル
運
動
の
「
ピ
ー
ク
」
を
め
ぐ
る
レ
ポ
ー
ト

50

道
場

親
信

要
な
足
跡
を
残
し
た
集
団
で
あ
っ
た
。

一
．
東
京
南
部
と
作
詩
作
曲
運
動
の
始
ま
り

１
．
一
九
五
三
‐
四
年
ご
ろ
の
南
部
文
化
集
団

下
丸
子
文
化
集
団
は
一
九
五
一
年
春
、
安
部
公
房
・
勅
使
河
原
宏
・
桂
川

寛
の
三
人
の
若
き
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
デ
ィ
ス
ト
が
労
働
者
の
町
・
下
丸
子
に

入
り
、
ス
ケ
ッ
チ
指
導
や
文
学
の
勉
強
会
な
ど
を
通
じ
た
「
文
化
オ
ル
グ
」

の
活
動
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

。
朝
鮮
戦
争
下
、
レ

(2)

ッ
ド
パ
ー
ジ
と
反
戦
平
和
運
動
の
弾
圧
の
中
で
生
ま
れ
た
同
集
団
は
、
「
半

非
合
法
」
の
活
動
を
担
う
グ
ル
ー
プ
と
し
て
朝
鮮
戦
争
休
戦
ま
で
の
軌
跡
を

描
い
て
い
っ
た
。
「
半
非
合
法
」
と
い
う
の
は
、
彼
ら
が
発
行
し
た
『
詩
集

下
丸
子
』（
全
四
集
、
一
九
五
一
年
七
月
～
五
三
年
五
月
）
に
は
ア
メ
リ
カ
の

占
領
や
朝
鮮
戦
争
に
対
す
る
「
抵
抗
詩
」
が
含
ま
れ
、
日
常
活
動
と
し
て
も

反
戦
ビ
ラ
を
夜
間
に
電
柱
に
貼
る
な
ど
の
「
非
合
法
」
活
動
に
携
わ
っ
て
い

た
か
ら
で
あ
っ
た

。
そ
の
間
、
文
化
集
団
で
は
一
九
五
二
年
に
リ
ー
ダ
ー

(3)

シ
ッ
プ
の
交
代
が
起
き
て
い
た
。
集
団
発
足
当
初
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
高

橋
元
弘
が
一
連
の
激
化
事
件
の
中
で
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
に
遭
っ
た
活
動
家
を
党

が
突
撃
的
任
務
に
投
入
す
る
こ
と
に
嫌
気
が
さ
し
て
、
党
ば
か
り
で
な
く
集

団
を
も
離
脱
、
生
活
の
糧
を
求
め
て
求
職
活
動
に
力
を
入
れ
ざ
る
を
得
な
い

他
の
三
〇
代
の
メ
ン
バ
ー
の
足
も
次
第
に
遠
の
い
て
、
集
団
の
再
建
は
当
時

二
〇
歳
に
な
る
か
な
ら
ぬ
か
と
い
う
年
齢
で
あ
っ
た
詩
人
・
江
島
寛
と
そ
の

同
年
代
の
仲
間
た
ち
の
肩
に
か
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

五
二
年
秋
か
ら
集
団
の
あ
り
方
に
つ
い
て
内
部
で
議
論
を
重
ね
た
彼
ら

は
、
五
三
年
夏
、
ち
ょ
う
ど
朝
鮮
戦
争
の
休
戦
と
重
な
る
時
期
に
新
た
な
活
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動
に
踏
み
出
し
て
い
た
。
彼
ら
は
『
詩
集

下
丸
子
』
に
代
わ
る
新
た
な
機

関
紙
『
下
丸
子
通
信
』
を
発
行
す
る

。
『
下
丸
子
通
信
』
は
こ
れ
ま
で
の

(4)

『
詩
集

下
丸
子
』
が
Ｂ
６
版
で
三
〇
～
八
〇
ペ
ー
ジ
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

Ｂ
４
版
で
６
ペ
ー
ジ
、
薄
く
な
っ
た
分
月
刊
で
刊
行
を
続
け
る
と
い
う
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
を
求
め
て
い
た
。

形
態
の
変
化
は
運
動
方
針
の
変
化
に
対
応
し
て
い
た
。
そ
れ
以
前
、
「
下

丸
子
」
と
い
う
地
名
は
一
九
四
九
‐
五
〇
年
の
東
京
南
部
に
お
け
る
反
レ
ッ

ド
パ
ー
ジ
闘
争
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
南
部
に
は
「
Ｐ
Ｄ
工
場
」
と

呼
ば
れ
る
米
軍
管
理
下
の
軍
需
工
場
が
多
数
存
在
し
、
厳
し
い
身
体
検
査
や

労
務
管
理
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
の
波
は
南
部
の
工

場
群
も
襲
っ
た
が
、
労
働
組
合
は
横
断
的
に
こ
れ
に
抵
抗
す
る
「
実
力
入
門

闘
争
」
な
ど
に
よ
っ
て
首
切
り
に
抵
抗
し
よ
う
と
し
て
い
た

。
こ
う
し
た

(5)

米
軍
管
理
と
占
領
体
制
強
化
の
た
め
の
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
へ
の
抵
抗
は
、
一
九

五
〇
年
以
降
「
民
族
独
立
」
の
闘
い
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
、
共
産
党
の
影

響
下
に
あ
る
労
働
運
動
・
政
治
運
動
・
文
化
運
動
に
と
っ
て
共
通
の
象
徴
的

地
名
と
な
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
現
実
に
、
下
丸
子
で
は
朝
鮮
の
戦
場
に
送

ら
れ
破
損
し
た
戦
車
を
修
理
し
た
り
軍
関
係
の
物
資
を
生
産
す
る
工
場
に
対

し
て
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
の
呼
び
か
け
な
ど
が
な
さ
れ
、
労
働
運
動
・
「
民
族
独

立
」
の
政
治
運
動
・
反
戦
平
和
運
動
の
課
題
が
可
視
的
に
重
層
し
て
い
た
。

こ
の
象
徴
性
は
朝
鮮
戦
争
の
休
戦
（
一
九
五
三
年
七
月
）
と
と
も
に
急
速

に
後
退
す
る
。
す
で
に
前
年
の
四
月
に
は
占
領
が
終
結
し
、
ま
が
り
な
り
に

も
日
本
国
は
主
権
を
回
復
し
て
い
た
。
朝
鮮
休
戦
と
と
も
に
「
特
需
」
は
終

わ
り
を
告
げ
、
景
気
後
退
が
訪
れ
る
が
、
戦
争
を
通
じ
て
日
本
社
会
は
「
戦

後
復
興
」
の
足
場
を
確
か
に
し
て
い
た
。
「
下
丸
子
」
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た

文
化
集
団
の
運
動
は
、
新
た
な
展
開
を
必
要
と
す
る
状
況
に
直
面
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

そ
こ
で
江
島
た
ち
文
化
集
団
は
、
次
の
よ
う
な
方
針
を
立
て
た
。
第
一
に
、

自
分
た
ち
の
活
動
の
場
を
「
下
丸
子
」
と
い
う
局
地
か
ら
「
南
部
」
と
い
う

広
域
に
設
定
し
直
し
た
こ
と
。
こ
の
こ
と
は
、
朝
鮮
戦
争
下
で
「
民
族
解
放

東
京
南
部
文
学
戦
線
」
を
名
乗
り
非
合
法
詩
誌
『
石
ツ
ブ
テ
』
（
一
九
五
二

年
二
月
～
一
〇
月
）
の
発
行
に
関
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
、
「
南
部
」
と
い
う
広

が
り
に
触
れ
た
こ
と
も
背
景
を
な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
上

に
「
戦
時
」
体
制
が
終
焉
し
て
い
く
中
で
「
半
非
合
法
」
性
を
失
っ
て
い
く

こ
と
に
伴
い
、
よ
り
大
衆
的
な
運
動
基
盤
と
横
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
目
指
し

た
が
ゆ
え
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
第
二
の
特
徴
と
し
て
、
サ
ー
ク
ル
協
議
会
（
懇
談
会
）
の
組
織

化
が
目
標
と
さ
れ
て
い
く
。
南
部
に
存
在
す
る
職
場
／
地
域
サ
ー
ク
ル
に
連

絡
を
つ
け
、
定
期
的
に
懇
談
会
を
開
い
て
相
互
交
流
を
進
め
て
い
く
の
で
あ

る
。
第
三
に
、
こ
れ
と
の
関
連
で
文
化
集
団
の
メ
ン
バ
ー
は
地
域
サ
ー
ク
ル

に
加
入
し
た
り
、
新
た
に
サ
ー
ク
ル
を
結
成
し
て
い
く
な
ど
の
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。
サ
ー
ク
ル
懇
談
会
を
文
化
集
団
が
呼
び
か
け
る

と
い
う
「
外
側
」
か
ら
の
接
続
に
加
え
、
サ
ー
ク
ル
に
加
入
あ
る
い
は
新
規

結
成
し
「
内
側
」
か
ら
接
続
を
し
て
い
く
と
い
う
二
重
の
戦
略
が
こ
の
時
期

採
ら
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
方
向
性
を
追
求
す
る
た
め
か
、
下
丸
子
文
化
集
団
は
一
九
五
三
年
一

〇
月
に
「
南
部
文
化
集
団
」
と
名
前
を
変
え
、
機
関
紙
も
『
南
部
文
学
通
信
』

と
改
称
さ
れ
る
。
『
文
学
通
信
』
は
だ
ん
だ
ん
と
ペ
ー
ジ
を
厚
く
し
て
い
っ

た
が
、
そ
の
内
容
・
性
格
は
、
地
域
展
開
し
た
多
様
な
活
動
の
集
約
点
と
し

て
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
サ
ー
ク
ル
懇
談
会
を
通
し
て
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
単
位
サ
ー
ク
ル
の
機
関
誌
か
ら
す
ぐ
れ
た
作
品
や
運
動
の
指
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針
と
な
る
文
章
を
転
載
し
な
が
ら
、
「
南
部
」
に
お
け
る
活
動
総
体
の
活
性

化
を
展
望
す
る
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
や
が
て
五
四

年
八
月
に
江
島
が
病
死
す
る
と
、
集
団
自
体
の
求
心
力
が
希
薄
に
な
り
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
議
論
が
出
せ
な
く
な
っ
て
、
南
部
サ
ー
ク
ル
誌
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
誌
的
な
も
の
へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
。
文
化
集
団
が
「
う
た
」
を

作
る
運
動
と
出
会
っ
て
い
く
の
は
一
九
五
四
年
、
江
島
存
命
の
時
期
で
あ
る
。

や
が
て
そ
こ
か
ら
「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

２
．
音
楽
セ
ン
タ
ー
と
「
う
た
う
詩
」
運
動

こ
の
、
サ
ー
ク
ル
に
お
い
て
「
う
た
」
を
作
る
運
動
は
、
「
う
た
ご
え
」

運
動
の
中
で
呼
び
か
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
東
京
南
部
に
お
け
る
「
う
た
」

の
運
動
が
始
ま
っ
て
い
く
ま
で
の
う
た
ご
え
運
動
の
流
れ
を
概
観
し
て
お
こ

う

。
(6)う

た
ご
え
運
動
の
出
発
点
に
あ
る
の
は
、
一
九
四
八
年
一
月
に
発
足
し
た

青
年
共
産
同
盟
（
青
共
）
コ
ー
ラ
ス
隊
で
あ
る
。
青
年
共
産
同
盟
は
共
産
党

傘
下
の
青
年
組
織
で
、
こ
の
青
共
コ
ー
ラ
ス
隊
は
翌
月
に
は
中
央
合
唱
団
と

改
称
さ
れ
る
。
中
央
合
唱
団
の
発
足
に
よ
り
、
の
ち
の
う
た
ご
え
運
動
の
基

軸
組
織
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
同
じ
年
の
七
月
に
は
中
央
音
楽
院
が
発

足
し
て
合
唱
団
員
の
教
育
機
関
が
整
備
さ
れ
、
『
青
年
歌
集
』
の
第
一
集
が

発
行
さ
れ
（
九
月
）
、
活
動
家
を
派
遣
し
て
の
「
み
ん
な
う
た
う
会
」
運
動

が
開
始
さ
れ
る
（
一
一
月
）
な
ど
、
運
動
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
く
の
が

こ
の
年
で
あ
る
。
合
唱
団
は
四
八
、
四
九
年
と
東
京
都
内
に
「
み
ん
な
う
た

う
会
」
を
組
織
し
、
ま
た
日
本
各
地
で
の
公
演
活
動
を
通
じ
て
同
様
の
合
唱

団
の
誕
生
を
う
な
が
し
て
い
っ
た
。
一
九
五
一
年
七
月
に
は
う
た
ご
え
運
動

の
拠
点
と
し
て
「
音
楽
セ
ン
タ
ー
」
が
落
成
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
合
唱
サ
ー
ク
ル
ば
か
り
で
な
く
、
各
地
の
労
働
争
議
や
反
戦
平

和
運
動
で
歌
わ
れ
た
こ
の
時
期
を
代
表
す
る
歌
が
生
ま
れ
て
い
る
。
「
民
族

独
立
行
動
隊
の
歌
」
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
一
一
月
、
国
鉄
の
レ
ッ
ド
パ
ー

ジ
に
抗
議
し
て
東
京
南
部
・
大
井
工
場
（
品
川
区
）
の
労
働
者
、
山
岸
一
章

が
煙
突
に
昇
っ
た
際
、
空
中
で
彼
が
書
い
た
詩
に
一
晩
で
作
曲
を
し
て
で
き

た
の
が
こ
の
歌
で
あ
っ
た
。
作
曲
を
し
た
の
は
中
央
合
唱
団
の
岡
田
和
夫
で

あ
る

。
こ
の
歌
が
生
ま
れ
た
段
階
で
は
、
ま
だ
う
た
ご
え
運
動
は
本
格
的

(7)

に
始
動
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
五
二
年
に
は
、
下
丸
子
文
化
集
団
と
連
携
し

て
『
京
浜
文
学
新
聞
』
を
発
行
し
、
南
部
地
域
の
文
化
サ
ー
ク
ル
・
労
働
組

合
を
横
へ
つ
な
ぐ
「
工
作
者
」
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
入
江
光
太
郎
が
「
血

の
メ
ー
デ
ー
」
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
際
、
獄
中
で
作
詩
し
間
宮
芳
生
が
作
曲

し
た
「
民
族
解
放
の
歌
」
が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
闘
争
の
中
か
ら
生

ま
れ
、
反
米
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
基
調
と
し
た
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、
こ

の
こ
ろ
（
五
〇
～
五
二
年
）
中
央
合
唱
団
の
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
愛
国
、

愛
郷
、
平
和
」
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
四
全
協
・
五
全
協
に
お
け
る
共
産

党
の
「
民
族
解
放
民
主
革
命
」
と
連
動
し
つ
つ
、
左
派
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が

文
化
－
政
治
運
動
の
多
分
野
に
お
い
て
開
花
し
た
時
期
を
凝
縮
し
た
歌
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
っ
た

。
(8)

こ
う
し
た
歌
の
普
及
、
歌
う
活
動
の
拡
大
と
と
も
に
運
動
が
本
格
的
に
拡

大
し
て
い
く
の
は
一
九
五
三
年
か
ら
で
あ
る
。
「
東
京
の
う
た
ご
え
」
「
京
浜

の
う
た
ご
え
」
「
関
東
の
う
た
ご
え
」
な
ど
地
域
に
お
け
る
「
う
た
ご
え
」

集
会
が
始
ま
り
、
運
動
は
大
き
く
高
揚
す
る
。
ま
た
、
一
一
月
に
は
第
一
回

「
日
本
の
う
た
ご
え
」
全
国
祭
典
を
開
催
す
る
な
ど
、
ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー

と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
を
含
ん
だ
運
動
の
集
約
点
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

で
、
個
々
の
職
場
・
地
域
サ
ー
ク
ル
を
動
員
し
結
び
合
わ
せ
て
い
く
回
路
が
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成
立
し
た
。

こ
の
「
う
た
ご
え
」
の
運
動
は
、
先
に
も
見
た
よ
う
に
出
発
当
初
か
ら
た

だ
「
歌
う
」
だ
け
で
な
く
、
歌
を
作
る
運
動
を
重
要
な
柱
と
し
て
い
た
。
そ

の
基
軸
と
な
る
の
は
中
央
合
唱
団
の
研
究
生
制
度
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
オ
ー

プ
ン
な
形
で
作
曲
講
座
を
開
き
、
歌
を
作
る
運
動
を
大
衆
化
し
て
い
く
。
音

楽
セ
ン
タ
ー
作
曲
講
座
「
み
ん
な
つ
く
る
会
」
は
二
次
に
わ
た
っ
て
開
催
さ

れ
て
い
る
が
、
第
一
次
は
一
九
五
二
年
一
一
月
五
日
か
ら
一
二
月
四
日
ま
で

に
四
回
開
か
れ
た
短
期
講
座
で
あ
り
、
こ
れ
が
好
評
で
あ
っ
た
た
め
、
第
二

次
「
み
ん
な
う
た
う
会
」
と
し
て
五
三
年
二
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
約
半

年
間
の
長
期
講
座
が
構
え
ら
れ
た
。
こ
こ
か
ら
は
多
数
の
活
動
家
が
生
ま
れ
、

運
動
体
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。

こ
れ
ら
の
実
績
の
上
に
、
う
た
ご
え
運
動
の
指
導
者
関
鑑
子
が
「
詩
に
音

楽
の
翼
を
」
と
題
し
た
論
文
で
「
う
た
う
詩
」
を
呼
び
か
け
た
の
は
一
九
五

四
年
一
月
の
『
詩
運
動
』
第
七
号
誌
上
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
『
詩
運
動
』

誌
は
赤
木
健
介
を
中
心
と
し
た
人
民
文
学
詩
委
員
会
が
創
刊
し
た
ガ
リ
版
刷

り
の
雑
誌
で
、
全
国
詩
活
動
者
会
議
を
呼
び
か
け
た
り
、
そ
の
主
な
活
動
家

を
「
全
国
編
集
委
員
」
と
し
て
全
国
的
な
詩
運
動
の
セ
ン
タ
ー
作
り
を
進
め

て
い
た
雑
誌
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
「
う
た
ご
え
」
側
か
ら
提
携
の
呼
び
か

け
が
あ
っ
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
歌
は
歌
・
詩
は
詩
、
で
は

な
く
、
詩
人
の
皆
さ
ん
、
歌
え
る
詩
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
の
が
そ

の
主
な
内
容
で
あ
っ
た
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
音
楽
セ
ン
タ
ー
が
原
水
爆
禁
止
の
創
作
歌
を
募
集
す

る
の
は
一
九
五
四
年
の
六
月
、
こ
れ
に
応
え
て
作
ら
れ
た
の
が
「
原
爆
を
許

す
ま
じ
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
歌
の
成
功
は
「
う
た
う
詩
」
運
動
と
と
も
に
う

た
ご
え
運
動
全
体
を
押
し
上
げ
る
力
に
も
な
っ
た
。
東
京
南
部
で
は
「
作
詩

作
曲
の
会
」
が
発
足
し
て
地
域
で
創
作
歌
の
運
動
を
進
め
て
い
く
し
、
一
九

五
六
年
五
月
に
は
音
楽
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
う
た
う
詩
講
座
」
が
開
催
さ

れ
、
こ
れ
に
参
加
し
た
人
々
に
よ
っ
て
「
う
た
ご
え
作
詩
集
団
」
が
生
ま
れ

る
。
同
集
団
は
「
作
詩
と
作
曲
の
会
」
に
改
称
し
、
機
関
誌
『
作
詩
と
作
曲
』

を
発
行
し
て
い
く
が
、
こ
う
し
た
一
連
の
運
動
展
開
の
出
発
点
に
、
先
に
見

た
関
の
論
文
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

３
．
「
う
た
う
詩
」
制
作
と
江
島
寛

こ
の
関
鑑
子
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
南
部
文
化
集
団
で
最
初
に

―
東
京

南
部
で
も
早
い
時
期
と
推
測
さ
れ
る

―
「
う
た
う
詩
」
を
作
っ
た
の
が
江

島
寛
で
あ
っ
た
。
江
島
は
「
煙
突
の
下
で
」
と
い
う
歌
を
作
詩
し
、
こ
れ
に

木
下
航
二
が
作
曲
を
し
た
。
こ
れ
は
初
期
の
南
部
の
う
た
ご
え
運
動
の
中
で

は
非
常
に
よ
く
歌
わ
れ
た
歌
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
歌
に
関
し
、
『
南
部
文

学
通
信
』
第
八
号
（
一
九
五
四
年
五
月
）
に
は
、
作
詩
者
と
作
曲
者
の
往
復

書
簡
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
木
下
は
「
私
中
央
合
唱
団
の
作
曲
班
に
は
い
っ

て
い
ま
す
。
一
年
前
か
ら
歌
を
作
る
こ
と
を
始
め
た
新
米
で
す
」
と
自
己
紹

介
を
し
て
い
る
。
木
下
は
都
立
日
比
谷
高
校
の
社
会
科
教
師
で
、
中
央
合
唱

団
の
第
一
四
期
研
究
生
と
し
て
作
曲
を
学
ん
で
い
た
。
彼
は
の
ち
に
「
原
爆

を
許
す
ま
じ
」
や
「
し
あ
わ
せ
の
歌
」（
石
原
健
治
作
詩
）
な
ど
、
数
々
の
作

曲
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
江
島
は
「
詩
と
音
楽
を
同
時
に
い
か

す
発
想
の
場
と
い
う
も
の
は
な
か
な
か
容
易
に
は
つ
く
れ
な
い
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
「
う
た
う
詩
を
な
ぜ
か
か
な
い
の
か
」
と
い
う
非
難
と
注
文
を
僕

ら
は
う
け
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
口
火
に
集
団
の
運
動
に
し
て
ゆ
く
つ
も
り

で
す
。
「
か
く
」
運
動
、
「
う
た
う
」
運
動
の
成
果
を
地
域
で
職
場
で
結
実
さ

せ
て
ゆ
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
一
し
よ
に
や
つ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
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と
述
べ
、
こ
れ
以
降
の
南
部
文
化
集
団
で
の
取
り
組
み
を
示
唆
し
つ
つ
、「
か

く
」
と
「
う
た
う
」
と
い
う
二
つ
の
運
動
の
接
合
の
難
し
さ
に
つ
い
て
言
及

し
て
い
る

。
(9)

こ
の
歌
は
、
五
月
二
六
日
の
音
楽
セ
ン
タ
ー
第
五
回
定
期
演
奏
会
で
発
表

さ
れ
た
が
、
間
も
な
く
江
島
は
紫
斑
病
に
倒
れ
入
院
し
て
し
ま
う
。
彼
が
亡

く
な
っ
た
の
は
八
月
一
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。
「
集
団
の
運
動
に
し
て
ゆ
く

つ
も
り
」
と
い
う
彼
の
狙
い
も
あ
り
、
江
島
は
そ
れ
以
前
に
集
団
の
同
僚
で

高
校
時
代
か
ら
の
仲
間
で
あ
る
浅
田
石
二
に
木
下
を
紹
介
し
て
い
た
。
木
下

は
そ
の
こ
ろ
品
川
区
で
活
動
し
て
い
た
若
竹
青
年
会
の
合
唱
部
門
「
わ
か
た

け
コ
ー
ラ
ス
」
の
歌
唱
指
導
を
し
て
お
り
、
浅
田
は
江
島
の
示
唆
も
あ
っ
て

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
活
動
を
始
め
て
い
た
。
浅
田
と
木
下
の
合
作
に
よ
る

「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」
は
、
こ
の
わ
か
た
け
コ
ー
ラ
ス
を
接
点
と
し
て
生
ま

れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

奇
し
く
も
「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」
は
江
島
が
闘
病
す
る
中
で
作
ら
れ
、
彼

が
亡
く
な
る
の
と
前
後
し
て
普
及
し
て
い
っ
た
歌
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
の
成

功
を
受
け
て
東
京
南
部
で
は
「
う
た
う
詩
」
制
作
の
運
動
は
本
格
化
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
当
然
並
行
し
て
「
う
た
ご
え
」
の
運
動
も
活
発
化
し
て
い

っ
た
。
こ
の
点
は
全
国
の
動
向
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
い
え
る
し
、
東
京

南
部
の
動
向
は
む
し
ろ
音
楽
セ
ン
タ
ー
の
動
き
と
結
び
つ
い
て
全
国
の
動
向

を
先
取
り
す
る
牽
引
力
を
持
っ
た
動
き
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

二
、
「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」
と
原
水
爆
禁
止
運
動

１
．
創
作
歌
の
募
集

以
上
の
よ
う
な
背
景
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」
が
生
ま

れ
て
い
く
過
程
と
そ
の
普
及
の
過
程
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
音
楽
セ
ン
タ
ー
が
原
水
爆
禁
止
の
創
作
歌
を
募
集

し
た
の
は
一
九
五
四
年
の
六
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
発
行
の
機
関

誌
『
音
楽
運
動
』
第
三
号
（
一
九
五
四
年
五
月
二
五
日
）
で
関
鑑
子
が
呼
び

か
け
た
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
こ
の
年
の
一
月
に
関
は
「
う
た
う
詩
」
の
創

作
を
呼
び
か
け
て
い
た
が
、
同
年
の
三
月
に
発
覚
し
た
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
に

お
け
る
被
曝
事
件
以
後
の
原
水
爆
禁
止
署
名
運
動
の
盛
り
上
が
り

を
受
け

(10)

て
、
こ
の
テ
ー
マ
で
の
創
作
歌
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。

先
行
す
る
国
民
的
大
衆
運
動
と
「
う
た
」
の
結
び
つ
き
と
い
え
ば
、
松
川

冤
罪
事
件
に
お
け
る
被
告
救
援
運
動
が
詩
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
広
が
っ
て

い
っ
た
事
例
を
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
が

、
今
回
の
場
合
は
作
曲
・
合

(11)

唱
と
の
結
合
が
目
指
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
松
川
の
よ
う
に
被
告
救
援
運
動

そ
れ
自
体
が
詩
作
を
呼
び
か
け
た
よ
う
に
原
水
爆
禁
止
運
動
が
作
詩
作
曲
を

呼
び
か
け
た
の
で
は
な
く
、
う
た
ご
え
運
動
が
独
自
の
構
想
か
ら
こ
れ
を
提

起
し
た
と
い
う
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
両
者
の
相
乗
効
果
が
こ
の

時
期
の
運
動
の
際
立
っ
た
局
面
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
木
下
航
二
が
若
竹
青
年
会
の
場
で
浅
田
石
二
に
詩
を
書
く
こ
と
を

依
頼
し
た
の
は
セ
ン
タ
ー
の
呼
び
か
け
か
ら
間
も
な
く
の
こ
と
で
あ
っ
た

。
「
六
月
下
旬
の
こ
ろ
の
あ
る
日
曜
日
の
夕
方
」
に
木
下
は
浅
田
か
ら
三

(12)篇
の
詩
を
受
け
取
っ
た
。
そ
こ
か
ら
一
つ
を
選
び
、
作
曲
し
た
の
が
今
日
に

伝
わ
る
「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」
で
あ
る
。
次
節
で
見
る
よ
う
に
、
作
曲
上
歌

い
に
く
い
と
こ
ろ
を
木
下
が
改
作
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
を
木
下
は
七
月
二

十
日
の
締
め
切
り
ぎ
り
ぎ
り
に
音
楽
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
た
と
い
う
。
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２
．
「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」
の
作
詩

こ
の
歌
を
作
詩
し
た
当
時
、
一
九
三
一
年
生
ま
れ
の
浅
田
石
二
青
年
は
二

三
歳
、
町
工
場
で
電
球
製
造
に
携
わ
る
労
働
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
詩
作
の
過

程
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

「
仕
事
中
の
朝
方
で
し
た
。
僕
は
一
番
を
や
つ
と
作
り
ま
し
た
。
忘
れ
な
い

よ
う
に
十
回
も
二
十
回
も
く
り
返
え
し
頭
に
叩
込
み
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
あ

と
を
つ
く
る
の
に
何
日
か
か
か
り
、
四
番
の
詩
は
と
く
に
あ
な
た
の
む
つ
か

し
い
と
い
う
批
判
も
あ
り
何
回
か
作
り
な
お
し
、
作
曲
さ
れ
た
後
ま
で
か
ゝ

つ
て
い
ま
し
た
」
(13)

お
そ
ら
く
仕
事
場
で
詩
が
浮
か
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
仕
事
の
さ
な
か
で
あ

る
か
ら
メ
モ
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
忘
れ
な
い
よ
う
に
十
回
も
二
十

回
も
く
り
返
え
し
頭
に
叩
込
」
ん
だ
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
四
番
は
作
曲

が
終
わ
っ
て
か
ら
も
い
じ
っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
か
な
り
苦
心
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。

浅
田
が
作
詩
し
た
「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」
原
詩
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る

。
(14)一

、
祖
国
の
街
や
か
れ
殺
さ
れ
た

み
よ
り
の
ほ
ね
埋
め
し
や
け
つ
ち
に

い
ま
は
白
い
花
咲
く

み
た
び
許
す
ま
じ

呪
う
原
爆
わ
れ
ら
の
街
に

二
、
祖
国
の
海
荒
れ
て
ふ
り
そ
そ
ぐ

く
ろ
い
雨
喜
び
の
日
々
は
な
く

い
ま
は
ふ
ね
に
人
も
な
し

あ
あ

許
す
ま
じ

呪
う
原
爆
わ
れ
ら
の
海
に

三
、
祖
国
の
空
重
く
奪
わ
れ
て

太
陽
、
殺
リ
ク
の
炎
、
煙

き
ょ
う
ま
た
天
お
お
お
［
う
］

み
た
び
許
す
ま
じ

呪
う
原
爆
わ
れ
ら
の
空
に

四
、
は
ら
か
ら
の
な
が
き
歴
史
た
え
ま
な
き

労
働
に
き
づ
き
あ
ぐ
と
み
と
幸

人
も
み
な
死
に
絶
え
ん

あ
あ
許
す
ま
じ

呪
う
原
爆
世
界
の
空
に

現
行
版
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
行
目
の
最
後
の
一
節
（
五

文
字
）
を
カ
ッ
ト
し
た
こ
と
と
、
最
後
の
行
の
「
呪
う
」
を
外
し
た
こ
と
、

二
番
・
四
番
に
あ
る
「
あ
あ
許
す
ま
じ
」
と
一
番
・
三
番
に
あ
る
「
み
た
び

許
す
ま
じ
」
を
組
み
合
わ
せ
て
リ
フ
レ
イ
ン
と
し
た
こ
と
、
「
あ
あ
許
す
ま

じ
」
の
あ
と
原
爆
「
を
」
と
語
調
が
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
「
祖
国
」
を

「
ふ
る
さ
と
」
に
置
き
換
え
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
三
行
目
も
す
べ
て
「
今

は
」
か
ら
始
ま
る
形
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
原
型
を

保
っ
て
は
い
る
も
の
の
「
原
詩
に
大
幅
に
手
を
入
れ
る
と
い
う
暴
挙
」
と
木

下
本
人
が
述
べ
て
い
る
の
は
間
違
っ
て
は
い
な
い

。
(15)

曲
に
合
わ
せ
て
四
番
を
調
整
し
た
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
三
行
目
の
「
い

ま
は
す
べ
て
つ
い
え
さ
ら
ん
」
と
い
う
箇
所
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
原
詩
と
比

べ
て
メ
ロ
デ
ィ
と
歌
詩
が
う
ま
く
か
み
合
っ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
浅
田
は
し
ば
ら
く
の
間
こ
の
歌
を
完
成
し
た
形
態
で
聞
く
こ

と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
彼
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
形
で
こ
の
歌
の
完
成
形
に
出
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会
う
こ
と
に
な
る
。

３
．
発
表
と
普
及

歌
が
最
初
に
公
表
さ
れ
た
の
は
七
月
二
十
八
日
の
音
楽
セ
ン
タ
ー
定
期
演

奏
会
「
平
和
歌
曲
の
夕
べ
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
指
揮
者
は
林
光
、
伴
奏
者

は
萩
原
希
史
夫
、
中
央
合
唱
団
が
歌
い
、
歌
唱
指
導
も
行
わ
れ
た
。
木
下
は

こ
の
と
き
は
立
ち
会
っ
て
い
な
い
と
回
想
し
て
い
る

。
三
日
後
の
三
一
日

(16)

に
芝
公
会
堂
で
行
な
わ
れ
た
「
京
浜
の
う
た
ご
え
」
で
は
、
木
下
も
自
ら
作

曲
し
た
「
煙
突
の
下
で
」
と
「
青
春
を
守
ろ
う
」
（
荒
井
敬
亮
作
詩
）

の
指

(17)

揮
を
と
っ
て
い
る
が
、
「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」
は
演
奏
さ
れ
て
い
な
い
。
木

下
は
「
と
も
か
く
よ
び
か
け
に
応
え
て
原
水
爆
反
対
の
気
持
ち
を
歌
に
で
き

た
こ
と
に
満
足
し
て
、
し
ば
ら
く
は
こ
の
歌
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
」
と
い

う

。
(18)浅

田
も
ま
た
当
時
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
江
島
寛
が
紫
斑
病
に
倒

れ
、
救
援
に
走
り
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

。
身
辺
多

(19)

忙
な
中
、
浅
田
は
そ
の
年
の
八
月
六
日
に
広
島
市
で
行
な
わ
れ

る
第
一
回

「
国
鉄
の
う
た
ご
え
」
祭
典
（
国
鉄
合
唱
サ
ー
ク
ル
全
国
協
議
会
）
に
東
京
南

部
を
代
表
し
て
行
か
な
い
か
と
い
う
誘
い
を
受
け
る
。
「
国
鉄
品
川
や
大
井

か
ら
南
部
の
近
隣
サ
ー
ク
ル
に
も
よ
び
か
け
が
あ
り
、
文
学
集
団
か
ら
浅
田

マ

マ

石
二
さ
ん
、
若
竹
会
か
ら
は
加
藤
武
昭
君
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と

木
下
は
回
想
し
て
い
る

。
こ
こ
で
は
サ
ー
ク
ル
の
つ
な
が
り
の
中
で
の
参

(20)

加
呼
び
か
け
に
す
ぎ
ず
、
「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」
の
作
詩
者
と
し
て
で
は
な

い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
木
下
が
当
時
活
動
を
と
も
に
し
て
い
た

青
年
で
あ
り
、
木
下
の
推
薦
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、

木
下
自
身
は
参
加
し
て
い
な
い
。

作
詩
者
も
作
曲
者
も
そ
の
後
に
歌
が
ど
の
よ
う
な
運
命
を
た
ど
る
か
に
つ

い
て
予
想
だ
に
せ
ず
、
国
鉄
の
う
た
ご
え
は
開
か
れ
た
。
「
原
爆
を
許
す
ま

じ
」
が
そ
の
後
爆
発
的
に
全
国
に
広
が
る
起
点
と
な
っ
た
の
は
こ
の
集
会
で

あ
っ
た
。
広
島
で
は
国
鉄
合
唱
サ
ー
ク
ル
全
国
協
議
会
結
成
大
会
と
大
音
楽

会
と
が
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
の
祭
典
へ
は
「
国
鉄
の
仲
間
だ
け
で
は
な
く
、

外
部
の
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
も
多
く
参
加
」
し
た
と
い
う

。
浅
田
た
ち
の
参

(21)

加
も
ま
た
、
こ
の
祭
典
が
開
か
れ
た
催
し
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と

な
っ
た
の
だ
っ
た

。
祭
典
で
こ
の
歌
が
歌
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
は
っ
き
り

(22)

し
な
い
が
、
日
野
三
朗
に
よ
れ
ば
、
祭
典
の
あ
と
の
宿
舎
で
こ
の
歌
が
爆
発

的
に
歌
わ
れ
る
一
夜
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
一
夜
が
「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」

を
全
国
に
広
め
る
発
火
点
と
な
っ
た
。

「
広
島
で
、
原
爆
記
念
平
和
式
典
に
全
員
が
参
加
し
、
そ
の
あ
と
全
国
協
議

会
結
成
大
会
と
大
音
楽
会

―
感
動
的
な
う
た
ご
え
の
大
交
流
会
が
、
全
国

か
ら
五
百
名
の
参
加
で
盛
大
に
開
か
れ
た
の
で
す
。
感
動
と
興
奮
の
中
で
終

了
し
、
そ
の
ま
ま
国
鉄
集
会
所
の
宿
舎
に
全
員
が
投
宿
し
た
時
、
こ
の
「
原

爆
許
す
ま
じ
」
の
う
た
ご
え
が
湧
き
起
こ
っ
た
の
で
す
。
／
み
ん
な
興
奮
し

て
ほ
と
ん
ど
寝
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
燃
え
尽
き
た
広
島
に
今
、
自
分
が

い
る
と
思
う
だ
け
で
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
、
何
か
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
共
通
の
感
情
が
皆
の
中
に
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
こ
の
う
た

で
爆
発
し
た
の
で
す
。
／
東
京
か
ら
参
加
し
た
ど
の
サ
ー
ク
ル
に
属
し
て
い

た
か
分
ら
な
か
っ
た
が
、
女
性
の
一
人
が
、
こ
の
う
た
の
指
導
に
当
っ
て
い

ま
し
た
。
す
べ
て
の
室
か
ら
、
う
た
の
指
導
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

指
導
し
き
れ
な
い
の
で
、
覚
え
た
仲
間
は
、
知
ら
な
い
仲
間
の
室
へ
指
導
に

行
く
と
い
う
こ
と
で
夜
を
徹
し
て
う
た
わ
れ
、
「
原
爆
許
す
ま
じ
」
の
う
た

ご
え
は
、
ま
さ
に
燃
え
る
よ
う
な
勢
い
で
伝
わ
り
、
幾
た
び
と
な
く
う
た
わ
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れ
ま
し
た
。
／
翌
日
、
全
員
が
宮
島
の
観
光
に
出
か
け
ま
し
た
。
船
を
占
領

し
た
参
加
者
は
、
そ
こ
に
勤
務
す
る
国
鉄
船
舶
の
仲
間
と
う
た
い
交
わ
し
ま

し
た
。
全
国
の
仲
間
は
、
こ
の
「
原
爆
許
す
ま
じ
」
の
う
た
を
最
大
の
お
み

や
げ
に
し
て
、
全
国
に
散
り
ま
し
た
。
そ
し
て
祭
典
の
感
動
を
、
こ
の
う
た

に
託
し
て
報
告
会
で
う
た
い
ま
く
っ
た
の
で
す
。
」
(23)

そ
し
て
帰
り
の
列
車
で
は
こ
の
歌
が
高
ら
か
に
歌
わ
れ
た
。
作
詩
者
の
浅

田
は
こ
こ
で
初
め
て
こ
の
歌
に
出
会
う
。

「
帰
り
道
、
東
京
に
向
け
て
走
る
夜
行
列
車
の
中
で
仲
間
と
話
合
っ
て
い
た

耳
に
、
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
よ
う
な
“
詩
句
”
の
は
い
っ
た
歌
声
が
聞
こ
え

て
き
た
。
楽
譜
を
見
せ
て
も
ら
う
と
、
そ
れ
は
間
違
い
な
く
木
下
航
二
作
曲

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
わ
た
し
の
初
め
て
聞
い
た
、
あ
の
“
う
た
”
で

あ
っ
た
。
」
(24)

木
下
は
浅
田
の
こ
の
報
告
を
受
け
て
歌
の
行
方
を
知
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の

い
さ
さ
か
呑
気
な
作
詩
者
・
作
曲
者
を
さ
し
お
い
て
、
歌
は
国
労
（
国
鉄
）

の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
鉄
道
網
）
に
乗
っ
て
ま
た
た
く
間
に
広
が
っ
て
い

た
の
だ
っ
た
。
五
四
年
の
夏
は
ビ
キ
ニ
事
件
以
後
の
原
水
爆
禁
止
署
名
運
動

の
盛
り
上
が
り
の
さ
な
か
に
あ
り
、
「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」
は
こ
の
運
動
に

情
動
を
組
織
す
る
力
を
与
え
た
。
う
た
ご
え
の
運
動
と
原
水
爆
禁
止
運
動
は

相
乗
的
に
高
揚
と
拡
大
を
見
せ
る
。
と
く
に
う
た
ご
え
運
動
に
と
っ
て
こ
の

状
況
は
大
い
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る

。
同
年
一
一
月
に

(25)

行
な
わ
れ
た
第
二
回
日
本
の
う
た
ご
え
祭
典
の
タ
イ
ト
ル
は
「
日
本
の
う
た

ご
え
・
原
爆
を
許
す
ま
じ
」
。
こ
の
歌
が
運
動
全
体
を
表
象
す
る
力
を
持
つ

に
至
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

４
．
南
部
作
詩
作
曲
の
会
と
京
浜
絵
の
会

こ
の
短
期
間
の
爆
発
的
な
広
が
り
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
木
下
と
浅
田

は
う
た
ご
え
運
動
へ
の
関
わ
り
を
深
め
て
い
く
。
一
〇
月
に
は
東
京
南
部
に

お
け
る
創
作
歌
運
動
の
結
集
点
た
る
「
南
部
作
詩
作
曲
の
会
」
を
結
成
し
た
。

こ
こ
に
は
「
作
詩
部
」
と
「
作
曲
部
」
が
あ
り
、
作
詩
部
に
は
井
之
川
巨
（
志

賀
智
之
）
・
望
月
新
三
郎
（
石
川
は
じ
め
）
な
ど
南
部
文
化
集
団
の
主
要
メ
ン

バ
ー
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。
作
曲
部
は
音
楽
セ
ン
タ
ー
の
音
楽
家
た

ち
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た

。
(26)

作
詩
作
曲
の
会
は
毎
月
の
よ
う
に
研
究
会
や
合
評
会
を
ひ
ら
き
、
機
関
誌

『
南
部
の
う
た
』
を
二
号
ま
で
発
行
す
る
が
、
早
く
も
五
五
年
い
っ
ぱ
い
で

活
動
を
停
止
し
て
し
ま
う
。
メ
ン
バ
ー
の
多
忙
化
や
創
作
の
困
難
、
六
全
協

シ
ョ
ッ
ク
な
ど
が
複
合
し
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
同
じ
都
内
で
の
音
楽

セ
ン
タ
ー
中
心
の
作
詩
作
曲
運
動
は
五
六
年
か
ら
も
継
続
さ
れ
て
い
る
た

め
、
途
絶
し
た
も
の
と
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
作
曲
の
中
心
を
占
め

る
音
楽
セ
ン
タ
ー
の
人
々
が
セ
ン
タ
ー
を
軸
に
活
動
の
場
を
移
し
て
い
く
こ

と
な
ど
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
木
下
と
浅
田
は
そ
の
後
も
原
水
爆

禁
止
運
動
と
関
わ
り
な
が
ら
東
京
南
部
で
の
歌
唱
指
導
の
活
動
に
献
身
的
に

関
わ
っ
て
い
る

。
(27)

他
方
、
作
詩
作
曲
の
会
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
、
南
部
文
化
集
団
に
新
た
に
加

わ
っ
た
仙
田
茂
治
・
城
戸
昇
は
ス
ケ
ッ
チ
や
版
画
を
軸
と
し
た
美
術
の
活

動
、「
京
浜
絵
の
会
」
を
結
成
（
五
五
年
二
月
）
、
五
月
と
八
月
に
『
版
画
集
』

を
発
行
し
た
。

「
絵
の
会
」
と
南
部
文
化
集
団
は
共
同
で
同
年
八
月
の
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
に
南
部
代
表
を
派
遣
す
る
た
め
の
カ
ン
パ
活
動
と
し
て
、
『
版
画
集
』

か
ら
四
枚
の
版
画
を
選
ん
だ
「
生
活
版
画
集
」
を
七
月
八
日
の
原
水
爆
禁
止
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世
界
大
会
東
京
集
会
で
販
売
し
た
。
四
枚
の
版
画
の
中
に
は
原
爆
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
も
の
は
一
枚
も
な
い
が
、
東
京
南
部
の
労
働
者
生
活
を
描
い
た
版

画
を
売
る
こ
と
で
カ
ン
パ
を
集
め
、
広
島
に
代
表
を
送
る
と
い
う
運
動
の
ス

タ
イ
ル
は
、
こ
の
時
期
の
サ
ー
ク
ル
文
化
運
動
の
一
つ
の
あ
り
方
を
示
し
て

い
る
。

こ
の
絵
の
会
の
活
動
も
五
五
年
中
に
は
停
止
し
て
し
ま
う
が
、
主
な
メ
ン

バ
ー
は
南
部
文
化
集
団
が
地
域
展
開
す
る
中
で
出
会
っ
た
人
々
で
あ
り
、
人

が
集
ま
る
こ
と
で
新
た
な
活
動
分
野
が
開
け
、
当
初
の
詩
と
文
芸
中
心
で
あ

っ
た
活
動
が
多
様
化
・
広
域
化
し
た
点
で
は
運
動
の
路
線
と
し
て
一
定
の
成

功
を
収
め
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

三
、
五
四
‐
五
年
の
文
化
‐
社
会
運
動

１
．
サ
ー
ク
ル
運
動
の
ピ
ー
ク
と
し
て
の
五
四
‐
五
五
年

先
に
見
た
よ
う
に
、
一
九
五
四
年
か
ら
五
五
年
と
い
う
年
は
下
か
ら
の
自

発
的
運
動
と
し
て
の
原
水
爆
禁
止
運
動
が
空
前
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
時

期
で
あ
る
と
と
も
に
、
う
た
ご
え
運
動
の
全
国
的
な
高
揚
に
と
ど
ま
ら
ず
、

文
化
サ
ー
ク
ル
運
動
が
最
も
活
性
化
し
た
時
期
で
あ
る
と
い
え
る
。
一
九
五

五
年
七
月
に
結
成
さ
れ
た
国
民
文
化
会
議
は
総
評
（
日
本
労
働
組
合
総
評
議

会
）
を
バ
ッ
ク
と
し
て
文
化
サ
ー
ク
ル
運
動
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
を
め

ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
じ
こ
ろ
、
労
組
の
大
単
産
レ
ベ
ル
で
の
全
国
協

議
会
作
り
も
進
ん
で
い
た

。
(28)

こ
の
時
期
の
う
た
ご
え
運
動
は
、
労
組
の
活
動
家
や
文
学
サ
ー
ク
ル
員
な

ど
を
巻
き
込
ん
だ
分
野
横
断
的
な
高
揚
を
示
し
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
運
動
全

体
の
高
揚
を
支
え
る
機
能
を
果
た
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
六
〇
年

代
に
入
る
と
う
た
ご
え
は
サ
ー
ク
ル
運
動
の
一
「
ジ
ャ
ン
ル
」
に
縮
小
し
、

分
野
横
断
性
を
喪
失
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
以
後
、
サ
ー
ク
ル

文
化
運
動
は
大
勢
と
し
て
は
衰
退
局
面
に
転
じ
て
い
く
が
、
総
じ
て
六
〇
年

ご
ろ
ま
で
は
持
ち
こ
た
え
て
い
る
。
六
〇
年
安
保
で
は
サ
ー
ク
ル
の
活
動
家

も
地
域
安
保
共
闘
に
動
員
さ
れ
、
ま
た
六
〇
年
代
初
頭
以
降
の
総
評
・
社
会

党
と
共
産
党
の
路
線
対
立
の
中
で
、
原
水
禁
運
動
や
女
性
運
動
ば
か
り
で
な

く
う
た
ご
え
運
動
も
分
裂
を
経
験
し
て
い
く
。
五
〇
年
代
の
よ
う
な
横
断
性

は
も
は
や
期
待
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る

。
(29)

２
．
サ
ー
ク
ル
運
動
の
組
織
化
を
め
ぐ
っ
て

―
「
わ
れ
ら
の
う
た
の
会
」

と
の
比
較

以
上
に
見
た
よ
う
な
東
京
南
部
と
全
国
の
動
向
を
も
と
に
、
広
島
を
代
表

す
る
サ
ー
ク
ル
「
わ
れ
ら
の
う
た
の
会
」
（
第
二
次
、
以
下
、
「
う
た
の
会
」
）

と
の
比
較
を
試
み
て
み
た
い
。

「
う
た
の
会
」
の
動
き
を
見
て
み
る
と
、
第
一
次
の
「
わ
れ
ら
の
詩
の

会
」

か
ら
「
う
た
の
会
」
へ
の
転
換
に
あ
た
っ
て
い
く
つ
か
の
重
要
な
方

(30)

針
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
次
の
「
詩
の
会
」
は
、
五
三
年

三
月
の
峠
三
吉
の
死
の
あ
と
求
心
力
を
失
っ
て
解
散
状
態
に
陥
り
、
あ
ら
た

め
て
「
う
た
の
会
」
と
し
て
再
発
足
し
た
。
増
岡
敏
和
の
整
理
に
よ
れ
ば
、

①
う
た
ご
え
運
動
と
の
提
携
、
と
く
に
「
作
詩
作
曲
運
動
」
と
の
提
携
、
②

自
ら
の
サ
ー
ク
ル
の
巨
大
化
（
支
部
増
設
）
で
は
な
く
、
個
々
の
独
自
活
動

へ
の
「
援
助
」
と
い
う
工
作
方
針
、
③
サ
ー
ク
ル
交
流
の
場
の
設
置
の
三
点

の
特
徴
を
も
っ
て
い
た

。
②
は
と
く
に
「
詩
の
会
」
の
と
き
に
は
「
支
部
」

(31)

の
建
設
を
目
的
意
識
的
に
追
求
し
て
い
た
時
期
が
あ
り
、
こ
の
路
線
か
ら
の

転
換
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
①
～
③
の
方
向
性
は
、
い
ず
れ
も
南
部
文
化
集
団
が
採
用
し
た



199

方
針
と
並
行
性
を
持
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
南
部
文
化
集
団
に
お
い
て
は
②

③
が
先
で
（
一
九
五
三
年
一
〇
月
）
、
①
が
最
後
に
来
る
（
一
九
五
四
年
春
）
と

い
う
点
で
順
序
に
違
い
が
あ
る
が
、
作
詩
作
曲
運
動
と
の
提
携
と
サ
ー
ク
ル

の
水
平
的
な
組
織
化
と
い
う
方
針
に
は
明
ら
か
な
共
通
性
が
あ
り
、
両
者
を

結
ぶ
「
環
」
が
何
で
あ
っ
た
の
か
は
今
後
探
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
(32)

こ
の
転
換
は
、
広
島
で
戦
後
長
き
に
わ
た
っ
て
原
水
爆
禁
止
運
動
で
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
松
江
澄
が
平
和
運
動
の
サ
イ
ク
ル
に
関
し
て
語
っ

て
い
る
「
前
史
」
と
「
後
史
」
の
区
別
と
も
関
連
し
て
い
る
。
松
江
に
よ
れ

ば
、
五
四
年
以
降
の
原
水
爆
禁
止
（
署
名
）
運
動
以
前
の
運
動
は
「
（
共
産
）

党
を
中
心
に
し
た
戦
闘
的
で
前
衛
的
な
反
帝
平
和
の
闘
争
」
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
署
名
運
動
以
後
は
大
衆
運
動
と
し
て
ま
っ
た
く
異
な
る
質
の
も
の
に

な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
歴
史
的
な
断
絶
が
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る

。
(33)

大
衆
的
な
サ
ー
ク
ル
運
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
、
サ
ー
ク

ル
運
動
の
ス
タ
イ
ル
自
体
が
先
鋭
的
な
分
子
に
よ
る
「
半
非
合
法
」
な
も
の

か
ら
大
衆
的
な
形
へ
と
変
え
て
い
く
こ
と
も
、
と
も
に
こ
の
時
期
の
転
換
と

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
高
畠
通
敏
は
、
こ
の
時
期
か
ら
六
〇
年
安
保
闘
争

に
か
け
て
盛
り
上
が
っ
て
い
く
大
衆
的
な
政
治
運
動
を
「
革
新
国
民
運
動
」

と
呼
ん
だ

。
こ
の
「
革
新
国
民
運
動
」
の
サ
イ
ク
ル
と
サ
ー
ク
ル
運
動
の

(34)

サ
イ
ク
ル
と
の
重
な
り
あ
い
と
ず
れ
と
を
今
後
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

３
．
ピ
ー
ク
か
ら
衰
退
へ

こ
の
一
九
五
四
年
か
ら
五
五
年
の
盛
り
上
が
り
も
、
先
に
見
た
よ
う
に
東

京
南
部
で
は
早
く
も
五
六
年
に
は
下
火
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。「
地
域
」

へ
と
入
り
、
サ
ー
ク
ル
懇
談
会
の
組
織
化
に
力
を
注
ぎ
、
多
数
の
サ
ー
ク
ル

の
か
け
も
ち
を
し
な
が
ら
横
へ
つ
な
い
で
い
く
活
動
も
、
五
六
年
に
は
放
棄

さ
れ
る
に
至
る
。
南
部
文
化
集
団
は
長
い
会
議
の
果
て
に
こ
う
し
た
多
面
的

な
活
動
を
清
算
し
、
「
南
部
文
学
集
団
」
と
再
度
改
称
し
て
文
学
同
人
集
団

へ
と
転
換
し
て
い
く
。
「
う
た
」
や
「
絵
」
の
運
動
で
出
会
っ
た
仲
間
も
、

多
く
は
文
学
活
動
へ
の
転
身
を
受
け
入
れ
た
。
そ
の
結
果
、
『
突
堤
』
と
題

さ
れ
た
機
関
誌
は
五
六
年
か
ら
五
九
年
ま
で
の
間
に
一
三
号
を
発
行
し
、
集

団
は
比
較
的
安
定
し
た
活
動
の
時
期
を
迎
え
た
。

広
島
の
「
う
た
の
会
」
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
増
岡
敏
和
は
五
六

年
四
月
に
東
京
へ
と
転
出
し
、
赤
木
健
介
の
も
と
で
『
詩
運
動
』
編
集
に
携

わ
る
よ
う
に
な
る
。
「
う
た
の
会
」
は
そ
の
後
も
六
三
年
ま
で
活
動
を
続
け

る
が
、
サ
ー
ク
ル
誌
を
介
し
て
運
動
が
地
域
横
断
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
れ

て
い
く
と
い
う
五
〇
年
代
の
高
揚
は
も
は
や
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

五
〇
年
代
サ
ー
ク
ル
運
動
の
極
点
は
五
五
年
に
あ
り
、
そ
の
中
心
に
存
在

し
て
い
た
の
が
「
う
た
ご
え
」
運
動
で
あ
っ
た
。
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
国
民

文
化
会
議
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
準
備
過
程
で
高
野
実
は
関
鑑
子
に
対
し
協

力
を
求
め
て
い
た
。
こ
の
蜜
月
は
六
〇
年
安
保
闘
争
ま
で
続
く
が
、
安
保
闘

争
は
サ
ー
ク
ル
活
動
家
を
街
頭
に
動
員
（
地
域
安
保
共
闘
）
し
、
五
五
年
を

生
き
延
び
た
サ
ー
ク
ル
活
動
家
た
ち
も
急
速
に
疲
弊
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。ま

た
、
大
単
産
の
全
国
ネ
ッ
ト
を
基
盤
に
中
小
の
文
化
運
動
・
サ
ー
ク
ル

を
結
合
し
よ
う
と
し
た
文
化
会
議
の
構
想
は
、
安
保
の
頃
に
は
そ
の
基
盤
を

失
い
つ
つ
あ
っ
た
。
谷
川
雁
の
「
全
国
サ
ー
ク
ル
交
流
誌
」
の
挫
折
も
雁
個

人
を
め
ぐ
る
政
治
情
勢
ば
か
り
で
な
く
、
全
国
的
な
サ
ー
ク
ル
運
動
の
衰
退

と
い
う
問
題
を
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
（
も
っ
と
も
、
雁
の
提
起
自
体
、
す

で
に
衰
退
し
つ
つ
あ
る
サ
ー
ク
ル
運
動
に
対
す
る
一
つ
の
「
介
入
」
で
あ
っ
た
と
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す
れ
ば
、
そ
れ
は
予
想
外
の
こ
と
と
い
う
よ
り
「
賭
け
」
に
敗
れ
た
も
の
と
し
て

考
え
ら
れ
よ
う
）

。
(35)

「
安
保
」
の
あ
と
に
は
、
版
画
を
彫
り
、
う
た
を
歌
い
、
詩
を
書
き
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
る
文
化
が
急
速
に
「
ダ
サ
い
」
も
の
と
化
し
て
揶
揄
の
対

象
に
な
っ
て
い
く
。
こ
の
転
換
は
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
の
こ
と
は
サ
ー
ク
ル

文
化
運
動
を
歴
史
的
に
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
第
二
次
大
戦
後
の
日
本
社

会
に
お
け
る
文
化
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
め
ぐ
る
根
本
的
な
問
題
に
触
れ
る
問
題

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
合
同
研
究
会
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
と
も
に

今
度
と
も
議
論
を
深
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
る
。

注

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
城
戸
昇
『
東
京
南
部
・
戦
後
サ
ー
ク
ル
運

1
動
の
記
録
Ⅰ

詩
と
状
況
・
激
動
の
五
〇
年
代
』
（
文
学
同
人
眼
の
会
、
一
九

九
二
年
）
、
お
よ
び
拙
稿
「
下
丸
子
文
化
集
団
と
そ
の
時
代

―
一
九
五
〇
年

代
東
京
南
部
サ
ー
ク
ル
運
動
研
究
序
説
」
『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
七
年
一
二
月

臨
時
増
刊
号
「
戦
後
民
衆
精
神
史
」
、
拙
稿
「
解
説

無
数
の
「
解
放
区
」
が

異
な
る
地
図
を
作
り
だ
し
て
い
た
時
代
」
『
「
東
京
南
部
サ
ー
ク
ル
雑
誌
集
成
」

解
説
・
解
題
・
回
想
・
総
目
次
・
総
索
引
』
（
不
二
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
を

参
照
。

詳
し
く
は
注

の
文
献
、
お
よ
び
鳥
羽
耕
史
『
運
動
体
・
安
部
公
房
』
（
一

2

1

葉
社
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。

浅
田
石
二
「
〝
下
丸
子
の
詩
人
た
ち
〟
」『
「
東
京
南
部
サ
ー
ク
ル
雑
誌
集
成
」

3
解
説
・
解
題
・
回
想
・
総
目
次
・
総
索
引
』
（
不
二
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
お

よ
び
前
掲
拙
稿
を
参
照
。
『
詩
集

下
丸
子
』
は
『
東
京
南
部
サ
ー
ク
ル
雑
誌

集
成
』
（
不
二
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
第
一
巻
所
収
。
『
詩
集

下
丸
子
』
第
一

集
表
紙
の
版
画
（
桂
川
に
よ
る
）
に
は
「
ベ
ル
リ
ン
平
和
祭
参
加
」
と
記
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
ベ
ル
リ
ン
で
同
年
八
月
に
行
わ
れ
た
世
界
青
年
学
生
平
和

友
好
祭
へ
の
参
加
を
目
し
た
も
の
で
あ
り
、
安
部
た
ち
は
こ
れ
を
も
っ
て
ベ
ル

リ
ン
へ
実
際
に
行
こ
う
と
し
た
が
叶
わ
な
か
っ
た
（
鳥
羽
前
掲
書
、
二
五
頁
）
。

ち
な
み
に
峠
三
吉
の
ガ
リ
版
刷
り
『
原
爆
詩
集
』
初
版
（
新
日
本
文
学
会
広
島

支
部
・
わ
れ
ら
の
詩
の
会
、
一
九
五
一
年
九
月
）
も
ま
た
、
「
一
九
五
一
年
八

月
六
日
の
平
和
大
会
と
、
ベ
ル
リ
ン
の
世
界
青
年
学
生
平
和
友
好
祭
に
捧
げ
ら

れ
た
」
と
い
う
（
増
岡
敏
和
『
原
爆
詩
人

峠
三
吉
』
新
日
本
新
書
、
一
九
八

五
年
）
。
奥
付
が
九
月
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
八
月
に
行
わ
れ
た
同
祭
に

は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
と
か
ら
「
捧
げ
ら
れ
た
」

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
且
原
純
夫
の
編
集
に
よ
る
『
に
ん
げ
ん
を
か
え
せ

―
峠
三
吉
全
詩
集
』
（
風
土
社
、
一
九
七
〇
年
）
所
収
の
年
表
で
も
、
「
ベ
ル

リ
ン
世
界
青
年
学
生
平
和
友
好
祭
参
加
作
品
と
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
に
送
る
」
と

書
か
れ
て
い
る
（
四
七
三
ペ
ー
ジ
）
。

本
稿
で
紹
介
す
る
東
京
南
部
の
サ
ー
ク
ル
誌
は
、
い
ず
れ
も
『
東
京
南
部
サ

4
ー
ク
ル
雑
誌
集
成
』
（
全
三
巻
＋
別
巻
一
、
不
二
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
所
収
。

大
原
社
会
問
題
研
究
所
編
『
日
本
労
働
年
鑑
』
第
二
四
集
、
一
九
五
一
年
。

5

以
下
、
本
節
の
記
述
は
藤
木
洋
『
う
た
は
闘
い
と
と
も
に

―
う
た
ご
え
の

6
歩
み
』
（
音
楽
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
〇
年
）
、
村
山
輝
吉
「
う
た
ご
え
運
動
は
ど

う
発
展
し
て
き
た
か
」
（
『
知
性
』
一
九
五
六
年
四
月
増
刊
号
「
日
本
の
う
た
ご

え
」
）
お
よ
び
城
戸
昇
「
東
京
南
部
う
た
ご
え
年
表
」（
道
場
親
信
補
正
・
短
縮
、

制
作
年
不
明
）
に
基
づ
く
。
炭
鉱
に
お
け
る
う
た
ご
え
運
動
の
展
開
に
つ
い
て

は
水
溜
真
由
美
「
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
炭
鉱
労
働
者
の
う
た
ご
え
運
動
」

（
『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
一
二
六
号
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
）

を
参
照
。
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詳
し
く
は
山
岸
一
章
「
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
の
証
言
」
霜
多
正
次
編
『
ド
キ
ュ

7
メ
ン
ト
昭
和
五
十
年
史
５

占
領
下
の
日
本
』
（
汐
文
社
、
一
九
七
四
年
）
、
お

よ
び
川
上
允
編
『
「
民
族
独
立
行
動
隊
の
歌
」
誕
生
物
語

―
天
空
三
二
メ
ー

ト
ル
の
労
働
者
詩
人
山
岸
一
章
ア
ル
バ
ム
』
本
の
泉
社
、
二
〇
〇
八
年
を
参
照
。

五
〇
年
代
の
多
様
な
社
会
運
動
の
場
で
歌
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
倉

庫
の
精
神
史
２

上
野
英
信
『
親
と
子
の
夜
』
そ
の
２
」
（
『
未
来
』
第
四
七
二

号
、
二
〇
〇
六
年
一
月
）
、
お
よ
び
「
軍
事
化
・
抵
抗
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

―

砂
川
闘
争
五
〇
年
か
ら
考
え
る
」
（
『
現
代
の
理
論
』
第
六
号
、
二
〇
〇
六
年
一

月
）
を
参
照
。

「
民
族
独
立
行
動
隊
の
歌
」
は
六
〇
年
安
保
の
頃
ま
で
愛
唱
さ
れ
た
も
よ
う

8
で
あ
る
。
加
納
実
紀
「
苦
い
〈
独
立
〉
」
（
女
た
ち
の
現
在
を
問
う
会
編
『
銃
後

史
ノ
ー
ト
戦
後
篇
２

〈
日
本
独
立
〉
と
女
た
ち
』
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
、
一

九
八
七
年
）
参
照
。

「
交
わ
さ
れ
た
手
紙
」
『
南
部
文
学
通
信
』
第
八
号
、
八
ペ
ー
ジ
。

9

こ
の
点
に
つ
い
て
は
文
献
は
多
数
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
拙
著
『
占
領
と

10
平
和

―
〈
戦
後
〉
と
い
う
経
験
』
（
青
土
社
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

前
掲
拙
稿
「
無
数
の
「
解
放
区
」
が
異
な
る
地
図
を
作
り
だ
し
て
い
た
時
代
」

11
お
よ
び
松
川
運
動
史
編
纂
委
員
会
編
『
松
川
運
動
全
史
』
（
労
働
旬
報
社
、
一

九
六
五
年
）
を
参
照
。

以
下
、
こ
の
歌
が
生
ま
れ
る
経
緯
に
つ
い
て
は
浅
田
石
二
「
〝
う
た
〟
を
つ

12
く
る
ま
で
」
、
木
下
航
二
「
東
京
南
部
の
片
す
み
か
ら
」
（
と
も
に
木
下
編
『
原

爆
を
許
す
ま
じ

―
世
界
の
空
へ
』
あ
ゆ
み
出
版
、
一
九
八
五
年
所
収
）
を
参

照
。浅

田
石
二
・
木
下
航
二
「
「
原
爆
許
す
ま
じ
」
作
詩
者
と
作
曲
者
の
手
紙
交
換
」

13

（
『
南
部
文
学
通
信
』
第
九
号
、
一
九
五
四
年
一
〇
月
）
一
六
ペ
ー
ジ
。

浅
田
前
掲
論
文
、
三
三
ペ
ー
ジ
。
ち
な
み
に
現
行
版
は
次
の
よ
う
な
詩
に
な

14
っ
て
い
る
。

一
、
ふ
る
さ
と
の
街
や
か
れ

身
よ
り
の
骨
う
め
し
焼
土
に

今
は
白
い
花
咲
く

あ
あ
許
す
ま
じ
原
爆
を

三
度
許
す
ま
じ
原
爆
を

わ
れ
ら
の
街
に

二
、
ふ
る
さ
と
の
海
荒
れ
て

黒
き
雨
喜
び
の
日
は
な
く

今
は
舟
に
人
も
な
し

あ
あ
許
す
ま
じ
原
爆
を

三
度
許
す
ま
じ
原
爆
を

わ
れ
ら
の
海
に

三
、
ふ
る
さ
と
の
空
重
く

黒
き
雲
今
日
も
大
地
お
お
い

今
は
空
に
陽
も
さ
さ
ず

あ
あ
許
す
ま
じ
原
爆
を

三
度
許
す
ま
じ
原
爆
を

わ
れ
ら
の
空
に

四
、
は
ら
か
ら
の
た
え
ま
な
き

労
働
に
き
ず
き
あ
ぐ
富
と
幸

今
は
す
べ
て
つ
い
え
去
ら
ん

あ
あ
許
す
ま
じ
原
爆
を

三
度
許
す
ま
じ
原
爆
を

世
界
の
上
に

浅
田
・
木
下
前
掲
「
作
詩
者
と
作
曲
者
の
手
紙
交
換
」
一
七
ペ
ー
ジ
。

15

木
下
前
掲
「
東
京
南
部
の
片
す
み
か
ら
」
四
二
ペ
ー
ジ
。

16
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荒
井
も
若
竹
青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
（
同
、
四
一
ペ
ー
ジ
）
。

17

同
、
四
二
ペ
ー
ジ
。

18

浅
田
前
掲
「
〝
う
た
〟
を
つ
く
る
ま
で
」
三
四
ペ
ー
ジ
。

19

木
下
前
掲
「
東
京
南
部
の
片
す
み
か
ら
」
四
二
‐
四
三
ペ
ー
ジ
。

20

日
野
三
朗
「
歌
が
広
ま
る
時
」
（
木
下
編
前
掲
書
）
五
八
ペ
ー
ジ
。

21

藤
本
洋
に
よ
れ
ば
、
「
職
場
サ
ー
ク
ル
が
集
ま
っ
て
ひ
ら
く
産
業
別
の
う
た
ご

22
え
祭
典
と
そ
の
協
議
会
が
全
国
的
規
模
で
結
成
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
第
一
回
国

鉄
の
う
た
ご
え
が
そ
の
最
初
で
、
炭
鉱
の
う
た
ご
え
や
紙
パ
・
金
属
・
私
鉄
な

ど
が
こ
の
あ
と
に
つ
づ
」
い
た
と
い
う
（
藤
本
「
広
島
で
開
か
れ
た
「
国
鉄
の

う
た
ご
え
」
」
木
下
編
前
掲
書
、
五
四
ペ
ー
ジ
）
。

日
野
前
掲
、
五
八
‐
五
九
ペ
ー
ジ
。
こ
の
「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」
の
歌
が
当

23
時
広
島
現
地
で
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
国

鉄
の
サ
ー
ク
ル
活
動
家
で
広
島
地
方
文
学
サ
ー
ク
ル
協
議
会
に
参
加
し
わ
れ
ら

の
詩
の
会
に
も
加
わ
っ
た
村
中
好
穂
の
回
想
が
残
さ
れ
て
い
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
講
和
条
約
以
前
の
情
報
統
制
、
「
ひ
ど
い
め
に
あ
っ
た
の
は
被
爆
者
だ

け
で
は
な
い
」
と
い
っ
た
反
発
な
ど
に
さ
ら
さ
れ
た
経
験
を
ふ
ま
え
る
こ
と
な

し
に
、
歌
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

と
村
中
は
語
っ
て
い
る
。
翌
年
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
で
は
、
多
く
の
被
爆

者
も
こ
の
歌
に
唱
和
し
た
が
、
五
四
年
当
時
は
あ
る
「
戸
惑
い
」
が
あ
っ
た
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

「
一
九
五
四
年
、
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
を
契
機
に
原
水
爆
禁
止
運
動
は
急
速
に
広

が
り
高
ま
る
。
そ
の
中
で
〝
広
島
の
う
た
ご
え
〟
は
生
ま
れ
大
き
く
な
っ
て
い

き
、
八
月
八
日
、
爆
心
地
の
本
川
小
学
校
講
堂
で
原
水
爆
禁
止
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
に
第
１
回
広
島
の
う
た
ご
え
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
原
水
爆
禁
止
を
公

然
と
か
か
げ
な
が
ら
、
そ
の
時
「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」
の
歌
が
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
か
は
残
念
な
が
ら
は
っ
き
り
し
た
記
憶
が
な
い
。
何
人
か

の
人
に
聞
い
て
み
た
が
同
様
で
あ
っ
た
。
／
個
々
人
の
思
い
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

だ
ろ
う
が
、
共
通
し
て
い
た
の
は
次
の
二
つ
で
は
な
か
っ
た
か
と
私
は
思
う
。

原
爆
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
続
け
て
き
た
の
が
今
や
っ
と
か
な
え

ら
れ
つ
つ
あ
る
証
と
し
て
「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」
の
歌
が
あ
る
と
い
う
喜
び
、

こ
れ
ま
で
歯
を
く
い
し
ば
る
よ
う
に
し
て
が
ん
ば
っ
て
き
た
毎
日
に
、
少
し
毛

色
の
変
っ
た
都
会
風
の
継
木
が
さ
れ
た
よ
う
な
戸
惑
い
、
そ
ん
な
微
妙
な
気
分

の
中
で
「
あ
あ
許
す
ま
じ
原
爆
を
」
と
歌
う
こ
と
に
テ
レ
が
あ
っ
た
の
は
事
実

で
あ
る
。
」
（
村
中
好
穂
「
「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」
と
ヒ
ロ
シ
マ
」
（
木
下
編
前
掲

書
）
八
八
‐
八
九
ペ
ー
ジ
）

ま
た
、
浅
田
石
二
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
数
年
後
、
増
岡
敏
和
の
紹
介
で
峠
和

子
・
山
代
巴
と
会
っ
た
際
、
山
代
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う

（
浅
田
石
二
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
［
二
〇
〇
九
年
九
月
一
七
日
］
）
。

浅
田
前
掲
論
文
、
三
四
ペ
ー
ジ
。

24

音
楽
セ
ン
タ
ー
は
個
人
と
し
て
の
作
詩
者
・
作
曲
者
よ
り
運
動
組
織
者
と
し

25
て
の
自
分
た
ち
が
こ
れ
を
活
用
・
普
及
す
る
主
体
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

各
地
で
行
な
わ
れ
た
集
会
や
祭
典
、
催
し
物
の
連
絡
は
作
り
手
た
ち
に
は
ほ
と

ん
ど
伝
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
音
楽
セ
ン
タ
ー
は
独
自
に
運
動
を
展
開
し
て
い

っ
た
。
浅
田
石
二
は
の
ち
に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
音
楽
セ
ン
タ
ー
に
抗
議
を
す

る
が
、
セ
ン
タ
ー
側
が
取
り
合
わ
な
か
っ
た
た
め
、
彼
は
「
う
た
ご
え
」
運
動

か
ら
離
脱
す
る
（
浅
田
「
映
画
『
き
ち
が
い
部
落
』
讃
」
『
突
堤
』
第
二
二
号
、

南
部
文
学
集
団
、
一
九
五
八
年
四
月
）
。

城
戸
昇
「
東
京
南
部
う
た
ご
え
年
表
」
に
よ
れ
ば
、
本
部
は
木
下
航
二
方
に

26
置
か
れ
て
い
た
。
作
詩
部
と
作
曲
部
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
浜
賀

知
彦
「
解
題
『
南
部
の
う
た
』
」
（
『
「
東
京
南
部
サ
ー
ク
ル
雑
誌
集
成
」
解
説
・
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解
題
・
回
想
・
総
目
次
・
総
索
引
』
）
を
参
照
。

ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
編
集
部
「
あ
る
裏
街
の
集
い

―
原
水
爆
禁
止
の
運
動
は
じ

27
ま
る
」
（
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
一
九
五
六
年
六
月
一
七
日
号
）
で
は
、
ア
コ
ー
デ

オ
ン
と
幻
灯
を
持
っ
て
工
場
街
を
回
る
二
人
の
姿
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

河
出
書
房
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
た
総
合
誌
『
知
性
』
で
は
、
五
五
年
一
一
月

28
号
を
は
じ
め
幾
度
か
サ
ー
ク
ル
運
動
の
特
集
を
し
て
い
る
。
城
戸
昇
『
東
京
南

部
戦
後
サ
ー
ク
ル
運
動
史
年
表

―
敗
戦
か
ら

年
安
保
ま
で
』（
文
学
同
人
・

60

眼
の
会
、
一
九
九
二
年
）
で
の
新
規
サ
ー
ク
ル
誌
創
刊
を
集
計
す
る
と
、
一
九

五
四
年
か
ら
五
五
年
が
サ
ー
ク
ル
誌
創
刊
の
ピ
ー
ク
を
示
し
て
い
る
（
前
掲
拙

稿
「
無
数
の
「
解
放
区
」
が
異
な
る
地
図
を
作
り
だ
し
て
い
た
時
代
」
二
九
ペ

ー
ジ
）
。

「
分
裂
」
の
背
景
と
し
て
は
、
原
水
禁
運
動
の
路
線
問
題
、
労
働
戦
線
に
お

29
け
る
「
四
・
一
七
ス
ト
」
問
題
な
ど
が
大
き
な
影
響
を
持
っ
た
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
山
部
芳
秀
「
国
民
文
化
会
議
の
四
十
年
」
（
国
民
文
化
会
議
編
『
国
民

文
化
会
議

年
の
経
過
報
告
書
／
資
料
・
解
説
』
国
民
文
化
会
議
、
二
〇
〇
一

45

年
）
参
照
。

わ
れ
ら
の
詩
の
会
に
つ
い
て
は
、
本
号
所
収
の
水
島
裕
雅
論
文
を
参
照
さ
れ

30

た
い
。

増
岡
敏
和
「
文
学
サ
ー
ク
ル
の
一
つ
の
方
向

―
広
島
「
わ
れ
ら
の
詩
の
会
」

31
「
わ
れ
ら
の
う
た
の
会
」
の
経
験
か
ら
」
（
『
文
学
評
論
』
一
一
号
、
一
九
五
五

年
一
〇
月
）
一
一
〇
ペ
ー
ジ
。

共
産
党
の
文
化
運
動
方
針
が
背
景
に
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測
で
き

32
る
こ
と
だ
が
、
浅
田
石
二
に
よ
れ
ば
、
『
詩
運
動
』
の
全
国
詩
活
動
者
会
議
で

の
経
験
交
流
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
語
っ
て
い
る
（
前
掲
浅
田
氏
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
）
。

松
江
澄
『
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
』
（
青
弓
社
、
一
九
八
四
年
）
一
六
九
ペ
ー
ジ
。

33

高
畠
通
敏
「
大
衆
運
動
の
多
様
化
と
変
質
」
（
日
本
政
治
学
会
編
『
年
報
政
治

34
学
一
九
七
七

五
五
年
体
制
の
形
成
と
崩
壊

続
・
現
代
日
本
の
政
治
過
程
』

岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
）
参
照
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
「
下
丸
子
文
化
集
団
と
そ
の
時
代
」
参
照
。

35※
本
稿
は
二
〇
〇
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究(

Ｃ)

）
「
１
９
５
０
年

代
地
域
サ
ー
ク
ル
文
化
運
動
の
歴
史
社
会
学
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ

る
。
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